
こ
れ
ま
で
の
文
化
人
類
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
が
、
両
性
の
研
究
と
い
う
よ
り
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
人
類
学
に
よ
る
女
性
研
究
に
重
き

が
お
か
れ
、
男
性
研
究
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
母
系
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
父
系
社
会
と
の
比
較
か
ら
「
女

性
の
優
位
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
見
方
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
点
を
問
題
視
し
て
、
筆
者
は
西
ス
マ
ト
ラ
・
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
母
系
社
会
の
男
性

を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
一
生
を
送
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
男
の
人
生
サ
イ
ク
ル
を
空
間
的
に
捉
え
て
、
男
が
ど
の
よ
う
な

移
動
と
行
動
を
行
い
、
そ
れ
が
こ
の
社
会
の
存
続
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
、
さ
ら
に
男
の
空
間
的
移
動
を
支
え
る
男
性
性
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

筆
者
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
伝
統
的
な
母
系
制
を
慣
習
家
屋
（
ル
マ
・
ガ
ダ
ン
‐
ミ
ミ
ミ
空
号
長
ｌ
文
字
ど
お
り
の
意
味
は
「
大
き
な
家
」
）
を
中

心
に
訪
婚
が
一
般
的
で
あ
っ
た
時
代
（
二
○
世
紀
半
ば
ま
で
）
の
生
活
様
式
（
社
会
シ
ス
テ
ム
）
に
求
め
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
全
体
で
は
地
域
に
よ

り
慣
習
差
は
あ
る
も
の
の
、
．
っ
の
腹
」
か
ら
出
た
母
系
小
出
自
集
団
の
人
々
は
、
こ
の
ル
マ
・
ガ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
大
家
族
制
の
家
を
中
心

論
説イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
母
系
社
会
に
お
け
る
男
の
位
置

｜
は
じ
め
に

ｌ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
へ
の
一
考
察
Ｉ

一

HII

田
俊
子
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に
、
家
長
や
長
老
格
の
女
性
（
の
①
。
言
弓
○
日
目
）
の
統
制
の
も
と
で
共
同
体
的
生
活
を
営
ん
だ
。
慣
習
家
屋
は
儀
礼
や
経
済
活
動
の
中
心
で
、

母
系
制
の
一
つ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
出
自
を
異
に
す
る
夫
は
、
妻
の
住
む
慣
習
家
屋
の
一
室
を
夜
訪
れ
、
早
朝
生
家
へ
帰
っ
た
。
母
系
制
の
経

済
的
基
盤
を
な
す
世
襄
財
の
土
地
や
家
屋
は
集
団
成
員
の
共
有
財
と
し
て
使
用
さ
れ
、
母
か
ら
娘
へ
と
相
続
さ
れ
る
が
、
そ
の
管
理
・
監
督
の

役
割
は
母
の
兄
弟
（
オ
ジ
）
か
ら
姉
妹
の
息
子
（
オ
イ
）
へ
と
継
承
さ
れ
、
一
族
を
代
表
し
て
選
出
さ
れ
た
オ
ジ
の
集
団
長
（
営
長
言
言
）
が
行
っ

た
。
ま
た
集
団
の
社
会
的
地
位
を
示
す
称
号
（
空
豆
は
、
母
方
オ
ジ
か
ら
オ
イ
ヘ
と
継
承
さ
れ
た
。
こ
こ
で
男
は
二
つ
の
役
割
（
権
威
）
、
つ
ま

り
家
長
と
し
て
自
己
の
母
系
出
自
集
団
に
対
す
る
支
配
・
管
理
の
役
割
と
、
婚
姻
先
で
の
婿
（
夫
で
父
親
で
も
あ
る
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
母
系
制
の
特
徴
で
あ
る
。
村
落
内
で
の
伝
統
的
な
社
会
組
織
は
、
母
系
出
自
の
原
理
を
基
本
と
し

て
上
位
か
ら
下
位
へ
、
ス
ク
言
雪
‐
氏
族
）
ｌ
パ
ュ
ン
念
ミ
震
是
‐
出
自
集
団
）
ｌ
パ
ル
イ
ッ
（
言
曽
洋
‐
小
出
自
集
団
）
の
順
序
で
構
成
さ
れ
、
各

集
団
の
長
は
す
べ
て
男
性
で
あ
る
。
パ
ル
イ
ッ
の
長
は
ト
ゥ
ン
ガ
ナ
イ
言
菖
路
ミ
ミ
）
、
パ
ュ
ン
の
長
は
パ
ン
フ
ル
で
あ
り
、
一
人
の
男
が
各
レ

ベ
ル
の
集
団
の
長
を
兼
務
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
パ
ル
イ
ッ
内
で
の
意
思
決
定
は
男
女
全
員
の
合
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
女
性
が
パ
ュ

ン
以
上
の
レ
ベ
ル
で
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
く
、
村
の
最
高
機
関
の
村
落
会
議
は
す
べ
て
パ
ン
フ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

現
在
、
こ
の
伝
統
的
な
母
系
制
度
は
か
な
り
変
容
し
て
い
る
。
変
化
の
様
相
を
国
ｇ
ｇ
ｌ
雰
呉
冒
四
ご
ロ
は
社
会
行
動
の
個
人
主
義
化
、
夫
婦
中

心
の
小
家
族
化
、
社
会
集
団
の
内
的
分
散
化
の
三
つ
に
要
約
し
て
い
る
田
①
邑
忌
‐
溶
旦
《
ョ
四
コ
己
君
雪
誤
甲
己
。
訪
婚
か
ら
妻
方
居
住
婚
へ
の
移

行
に
伴
い
、
人
々
は
小
単
位
（
二
～
三
世
代
の
血
縁
者
の
範
囲
）
で
よ
り
小
さ
い
家
に
住
み
、
慣
習
家
屋
の
機
能
が
分
化
し
た
こ
と
、
世
襲
財
は
個

別
的
に
極
め
て
小
範
囲
の
家
族
内
で
使
用
さ
れ
相
続
さ
れ
る
こ
と
、
男
の
個
人
財
の
相
続
は
姉
妹
の
子
供
か
ら
自
分
の
子
供
へ
と
移
行
し
た
こ

と
（
た
だ
し
次
の
段
階
で
は
母
系
的
に
相
続
さ
れ
る
）
、
夫
の
経
済
的
力
の
増
大
と
と
も
に
母
方
オ
ジ
の
権
威
と
機
能
も
相
対
的
に
衰
え
、
保
護
者
は

夫
（
父
）
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
伝
統
的
な
母
系
の
政
治
体
制
は
国
家
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
弱
体
化
し
た
こ
と
で
、
伝
統
の
保
持
者

（
１
）

と
し
て
の
パ
ン
フ
ル
の
機
能
が
衰
退
し
、
現
在
で
は
儀
礼
上
に
お
け
る
名
誉
あ
る
役
職
の
地
位
を
保
持
す
る
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
出
自
が
母
系
で
、
財
産
の
相
続
は
母
か
ら
娘
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
、
財
の
管
理
お
よ
び
集
団
の
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現
在
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
は
約
五
○
○
万
人
で
、
約
半
数
が
本
拠
地
の
西
ス
マ
ト
ラ
州
に
居
住
し
、
残
り
の
半
数
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
メ
ダ
ン
な

ど
の
大
都
市
に
住
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
伝
統
的
な
母
系
的
慣
習
法
を
順
守
す
る
が
、
敬
虐
な
ム
ス
リ
ム
で
も
あ
り
、
原
則
と
し
て
財
産
の
相
続

に
は
母
系
的
慣
習
法
を
、
婚
姻
と
離
婚
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
適
用
し
て
両
者
を
使
い
分
け
て
、
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
い
る
。
男
た
ち
は

村
落
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
外
的
世
界
へ
の
好
奇
心
か
ら
盛
ん
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、
こ
れ
が
こ
の
社
会
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
伝
統
的
な
母
系
制
を
中
心
に
お
い
て
、
男
の
親
族
集
団
と
妻
の
親
族
集
団
と
を
対
置
さ
せ
て
、
両
者
の
関
係
の
中
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
男
の
役
割
と
行
動
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

代
表
者
は
母
方
オ
ジ
で
あ
り
、
集
団
の
称
号
は
母
方
オ
ジ
か
ら
オ
イ
ヘ
と
継
承
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
母
系
の
中
核
的
要
素
や
基
本
的
構
造
は

不
変
で
あ
り
、
母
系
制
の
連
続
性
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
男
が
二
つ
の
役
割
（
権
威
）
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
変
わ
り

男
女
の
役
割
と
力
関
係
は
、
慣
習
家
屋
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
居
住
す
る
拡
大
家
族
（
パ
ル
イ
ッ
）
の
領
域
で
最
も
明
確
に
現
れ
る
。
母
系
社

（
２
）

会
で
は
子
供
の
保
護
者
は
父
親
で
は
な
く
母
の
兄
弟
の
マ
マ
ッ
ク
で
あ
り
、
マ
マ
ッ
ク
が
オ
イ
・
メ
イ
（
カ
マ
ナ
カ
ン
‐
雪
》
》
ミ
ミ
含
雪
こ
の
保
護
管

理
に
あ
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
男
は
生
家
（
自
分
の
出
自
集
団
）
で
の
マ
マ
ッ
ク
（
母
方
オ
ジ
で
家
長
）
の
役
割
と
、
婚
姻
先
で
の
婿
（
ス
マ
ン
ド
‐
旨
ご
ｓ
葛
号
）

（
夫
で
父
親
で
も
あ
る
）
の
役
割
を
担
う
。
一
方
、
女
性
は
員
配
§
吾
路
ご
葛
ミ
ミ
長
菖
（
生
母
、
長
老
の
女
性
、
賢
い
女
）
に
象
徴
さ
れ
る
母
親
（
ブ

か
な
め

ン
ド
‐
言
員
Ｃ
）
の
役
割
を
担
う
。
ブ
ン
ド
は
母
系
出
自
集
団
の
要
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
存
在
で
、
家
長
（
管
理
者
）
の
マ
マ
ッ
ク
と
対
に
な
っ

て
、
外
部
者
の
ス
マ
ン
ド
に
対
応
す
る
。
女
性
の
役
割
と
イ
メ
ー
ジ
が
一
面
的
な
の
に
対
し
て
、
男
の
役
割
と
イ
メ
ー
ジ
は
二
面
的
で
あ
る

は
な
い
。

（
弓
曽
旨
閏
障
弓
茸
○
目
四
の
乞
誤
“
畠
）
。

’
一
男
女
の
役
割
と
空
間
的
位
置
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三
）
男
性
の
領
域
と
役
割

男
は
原
則
と
し
て
自
分
の
生
家
の
母
系
親
族
集
団
と
と
も
に
生
活
す
る
。
日
中
は
妻
の
田
畑
を
手
伝
っ
た
り
、
生
家
の
田
畑
で
働
く
が
、
仕

事
が
終
わ
る
と
生
家
へ
帰
り
、
生
家
の
成
員
の
面
倒
を
み
る
。
そ
し
て
夜
だ
け
妻
と
子
供
を
訪
問
す
る
。
複
婚
の
場
合
は
、
男
は
日
を
分
け
て

平
等
に
妻
た
ち
の
と
こ
ろ
に
出
掛
け
る
。
こ
れ
が
訪
婚
の
男
の
一
般
的
生
活
で
あ
る
。
こ
こ
で
男
は
二
つ
の
親
族
集
団
に
係
わ
り
、
マ
マ
ッ
ク

（
母
方
オ
ジ
）
と
ス
マ
ン
ド
（
婿
）
の
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
ス
マ
ン
ド
の
お
か
げ
で
家
は
繁
栄
し
、
マ
マ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
家
は
平

稲
作
を
生
業
と
す
る
か
ぎ
り
、
女
は
婚
姻
後
も
生
家
を
離
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
母
親
か
ら
相
続
し
た
世
襲
財
（
土
地
や
家
屋
な
ど
）
を

懸
命
に
守
り
抜
こ
う
と
す
る
。
女
た
ち
は
自
分
の
家
（
部
屋
‐
三
茎
を
中
心
に
、
そ
の
近
く
の
田
畑
で
働
き
、
ま
た
近
隣
の
市
場
で
働
く
よ
う

に
、
そ
の
空
間
的
領
域
は
村
落
内
の
範
囲
で
あ
る
。
こ
の
領
域
内
で
、
女
は
母
親
と
し
て
対
外
的
・
経
済
的
・
儀
礼
的
役
割
に
お
い
て
中
核
的

機
能
を
果
た
す
。
女
は
自
分
の
子
供
を
出
産
し
、
そ
の
子
供
の
育
児
と
崇
（
教
育
）
を
行
う
以
外
に
、
自
分
の
親
族
集
団
全
体
の
た
め
に
貢
献
す

る
。
家
屋
の
呼
称
が
そ
こ
に
住
む
最
年
長
の
女
性
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
女
は
家
と
一
体
化
し
、
親
族
集
団
の
構
造
的
居
住
的
中
核
を

形
成
す
る
。
ま
た
女
性
は
他
の
親
族
集
団
や
姻
族
と
の
良
好
な
人
間
関
係
の
維
持
に
主
体
的
に
係
わ
り
、
対
外
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
家
族
の
意
思
決
定
は
全
員
一
致
の
合
議
に
よ
る
け
れ
ど
、
日
常
的
問
題
の
処
理
や
調
停
に
は
長
老
格
の
女
性
が
決
定
的
な
役

割
と
責
任
を
担
う
。
経
済
的
役
割
に
つ
い
て
は
、
女
性
は
世
襲
財
の
土
地
か
ら
の
生
産
物
、
家
内
工
業
や
市
場
で
働
い
て
得
た
収
入
、
さ
ら
に

夫
、
兄
弟
、
息
子
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
家
族
の
経
済
を
管
理
運
営
す
る
。
経
済
的
実
権
は
年
配
の
女
性
ほ
ど
強
い
。
さ
ら
に
女
性
は
儀
礼
行

為
に
お
い
て
責
任
あ
る
役
割
を
果
た
す
。
一
週
間
続
く
婚
礼
の
儀
式
の
準
備
と
費
用
の
管
理
の
大
部
分
は
、
女
性
が
取
り
計
ら
う
と
い
う
。
こ

の
他
に
、
し
ば
し
ば
長
老
格
の
女
性
は
一
族
の
土
地
の
使
用
権
を
め
ぐ
る
紛
争
処
理
の
要
と
し
て
決
定
的
力
を
発
揮
し
て
、
そ
の
権
威
は
家
長

の
マ
マ
ッ
ク
を
し
の
い
で
、
パ
ン
フ
ル
の
権
威
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
な
る
と
い
う
言
ミ
．
茎
中
圏
竜
異
こ
ぎ
菖
今
ご
》
卑
冒
＆
ぐ
ご
の
ご
二
塁

１
ｍ
）
○

（
｜
）
女
性
の
領
域
と
役
割
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和
で
安
定
す
る
」
と
格
言
に
あ
る
よ
う
に
、
マ
マ
ッ
ク
は
家
長
と
し
て
名
誉
あ
る
地
位
と
権
限
を
与
え
ら
れ
、
集
団
を
代
表
し
、
そ
の
責
任
を

と
り
、
集
団
内
の
秩
序
と
維
持
を
は
か
る
。
具
体
的
に
は
世
襲
財
の
管
理
、
家
族
全
員
の
負
債
の
保
証
、
オ
イ
・
メ
イ
の
教
育
（
ま
と
監
督
な

ど
で
あ
る
。
集
団
の
社
会
的
地
位
を
示
す
称
号
（
空
言
）
は
マ
マ
ッ
ク
か
ら
オ
イ
ヘ
と
継
承
さ
れ
る
田
四
の
三
國
『
己
電
聖
霊
‐
露
倉
田
一
九
六
九
”

ど
で
あ
る
。

三
○
七
‐
八
）
。

マ
マ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
地
位
と
権
限
を
持
つ
が
、
世
襲
財
の
質
入
れ
と
か
婚
姻
の
承
諾
に
は
成
員
全
体
の
合
意
が
必
要
で
、
と
く
に
長
老
格

の
女
性
の
意
見
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
常
的
問
題
の
運
営
と
調
停
は
、
実
際
上
こ
の
女
性
を
中
心
に
行
わ
れ
る
か
ら
、
男
の
権
威

は
女
の
文
化
的
権
威
に
よ
っ
て
弱
め
ら
れ
る
か
、
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
り
、
状
況
次
第
で
集
団
は
集
団
の
代
理
人
を
立
て
て
お
け
ば
、
男
性
（
マ

マ
ッ
ク
）
が
不
在
で
も
相
当
期
間
う
ま
く
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
男
は
か
な
り
自
由
な
行
動
が
と
れ
る
こ
と
に
な
り
、
家
を
離
れ

て
出
稼
ぎ
に
い
く
。
ま
た
逆
に
男
が
出
稼
ぎ
に
行
く
か
ら
し
て
、
女
は
田
畑
や
家
の
仕
事
に
縛
ら
れ
、
男
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
決
定
を
下
さ

ざ
る
を
得
な
い
三
四
言
岳
盟
些
屋
‐
詞
弓
巴
冒
①
『
陣
弓
言
日
四
巴
謁
切
望
‐
認
）
。

次
に
男
は
も
う
一
つ
の
役
割
、
つ
ま
り
婿
と
し
て
、
ま
た
夫
で
父
親
の
役
割
も
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
男
が
権

限
を
も
ち
尊
敬
さ
れ
る
の
は
自
己
の
母
系
出
自
集
団
内
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
妻
の
出
自
集
団
内
に
お
い
て
は
、
婿
は
い
つ
も
お
客
（
よ
そ
者
）

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
婿
は
妻
の
一
族
の
子
孫
を
つ
く
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
人
物
の
た
め
、
妻
の
集
団
は
最
良
の
男
の
獲
得
に

（
３
）

奔
走
す
る
。
理
想
の
婿
と
は
妻
の
集
団
よ
り
高
い
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
集
団
の
出
身
で
教
育
が
あ
り
有
能
な
男
で
、
妻
の
親
族
の
世
話
を
妻
の
祖

父
母
や
兄
弟
に
代
わ
っ
て
遂
行
で
き
る
男
で
あ
る
。
婿
は
経
済
的
能
力
に
優
れ
、
妻
の
親
族
（
親
）
に
十
分
な
経
済
的
貢
献
を
す
る
か
ぎ
り
に
お

い
て
歓
迎
さ
れ
敬
意
を
も
っ
て
扱
わ
れ
る
。
だ
が
婿
は
よ
そ
者
な
の
で
妻
の
親
族
は
婿
に
遠
盧
が
あ
り
、
緊
張
関
係
が
婿
と
婿
入
り
先
の
親
族

と
の
間
に
生
ず
る
。
母
子
の
関
係
は
強
力
だ
が
夫
婦
の
関
係
は
希
薄
で
し
ば
し
ば
離
婚
に
な
り
や
す
い
。
婿
を
中
傷
す
る
様
々
な
言
い
回
し
が

た
く
さ
ん
あ
る
（
団
胃
三
圃
吋
ご
雪
聖
霊
ゞ
卑
ヨ
ｇ
三
行
こ
ぎ
ぶ
》
国
ヨ
長
ｇ
ｐ
ご
震
基
式
Ｐ
【
シ
シ
富
ご
雪
些
電
‐
畠
］
》
も
異
乞
誤
ぶ
い
屍
ご
・

婿
は
ま
た
父
親
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
○
○
年
以
上
も
前
か
ら
男
は
自
分
の
息
子
に
個
人
財
を
贈
与
の
形
で

与
え
て
き
た
こ
と
、
子
供
の
学
費
の
支
払
い
は
男
の
一
般
的
慣
行
で
あ
る
こ
と
を
、
嗣
両
．
号
旨
朋
の
言
号
旨
后
は
指
摘
し
て
父
親
の
重
要
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
男
は
生
家
で
は
拡
大
家
族
の
家
長
（
マ
マ
ッ
ク
）
と
し
て
、
ま
た
婚
姻
先
で
は
婿
で
夫
で
父
親
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
「
家
族
を
養
う
た
め
に
父
親
が
ど
れ
だ
け
苦
労
を
し
て
い
る
か
、
昼
も
夜
も
い
か
に
重
い
責
任
を
担
っ
て
い
る
か
を

知
る
べ
き
だ
」
（
ラ
ジ
ャ
ブ
一
九
八
三
二
一
五
六
）
と
ラ
ジ
ャ
ブ
の
自
伝
『
ス
マ
ト
ラ
の
村
の
思
い
出
』
に
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
一
族
お
よ
び
妻

の
一
族
の
維
持
と
繁
栄
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
近
年
は
、
マ
マ
ッ
ク
の
役
割
よ
り
夫
（
父
親
）
の
役
割
の
方
が
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
負
担
は
、
男
に
慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス
を
誘
発
す
る
要
因
と
な
り
、
出
稼
ぎ
（
ム
ラ
ン
タ
ウ
）
は
そ
の
解

』
の
、
↑
”
の
、
ｌ
「
つ
）
０

子
供
に
対
す
る
権
威
を
め
ぐ
っ
て
父
親
と
マ
マ
ッ
ク
と
の
反
目
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
で
は
婿
（
父
親
）
は
相
手
を
立
て
て

自
分
の
権
限
を
最
小
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
の
で
、
敵
意
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
男
は
自
分
の
集
団
で
は
マ
マ
ッ
ク
と
し
て
の
責
任
が
あ
り
、

妻
の
集
団
で
は
妻
方
を
立
て
気
に
い
ら
れ
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
重
い
責
任
が
あ
る
。
婿
の
評
価
は
ひ
と
え
に
妻
の

拡
大
家
族
へ
の
経
済
的
貢
献
度
で
評
価
さ
れ
、
男
は
自
分
の
妻
子
ば
か
り
か
妻
の
親
族
に
も
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
だ
が

彼
ら
を
十
分
に
扶
養
し
た
と
し
て
も
、
妻
の
家
で
は
完
全
に
心
安
ら
ぐ
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
男
た
ち
は
夕
方
に
な
る
と
、
通

り
や
コ
ー
ヒ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ
に
集
ま
り
、
し
ば
し
の
時
を
過
ご
す
。
こ
の
集
い
の
場
所
が
男
の
世
界
で
あ
り
、
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
。
究
極
的

に
は
出
稼
ぎ
が
こ
う
し
た
男
の
二
つ
の
重
荷
を
か
な
り
回
避
で
き
る
手
段
と
考
え
ら
れ
る
（
号
盲
信
己
琶
三
尿
胃
ｏ
乞
鱈
菖
屍
》
国
号
哩
○
コ

性
を
主
張
す
る
。
ま
た
父
方
親
族
（
父
も
含
め
）
は
婿
入
り
先
の
自
分
の
子
供
の
通
過
儀
礼
（
割
礼
な
ど
）
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、
さ

ら
に
父
方
親
族
の
土
地
の
使
用
権
を
前
者
の
子
供
に
一
時
的
に
貸
与
す
る
点
に
お
い
て
、
父
方
親
族
と
婿
入
り
先
の
自
分
の
子
供
と
の
関
係
は

親
密
で
温
か
い
田
の
。
ｇ
‐
痔
の
言
］
曽
旨
こ
ぎ
茎
士
》
両
国
号
き
め
の
①
言
号
］
・
長
こ
ぎ
茎
‐
罰
以
下
号
］
○
長
に
短
縮
）
。
父
子
の
関
係
は
一
般
に

情
緒
的
絆
と
し
て
強
く
、
幼
い
頃
は
一
緒
に
散
歩
し
た
り
魚
釣
り
を
し
た
り
し
て
、
気
楽
な
仲
間
同
志
の
関
係
に
似
て
い
る
が
、
父
親
は
子
供

の
賎
に
は
気
配
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供
の
地
位
は
マ
マ
ッ
ク
の
地
位
か
ら
自
動
的
に
決
め
ら
れ
る
が
、
子
供
の
実
際
の
行
動
は
父

親
の
影
響
を
大
い
に
受
け
る
の
で
、
父
が
宗
教
教
師
な
ら
、
息
子
は
敬
虐
な
生
活
を
送
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
急
ミ
．
墓
土
．
シ
豆
二
四
三
雪
冨

』
の
、
）
０

－8－



決
法
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
空
間
的
に
、
女
性
は
家
と
一
体
化
し
て
婚
姻
後
も
生
家
を
離
れ
る
こ
と
な
く
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
が
一
般
的
な

の
に
対
し
て
、
男
性
は
生
家
と
婿
入
り
先
と
を
往
来
し
な
が
ら
、
時
に
は
出
稼
ぎ
の
た
め
に
遠
く
広
い
空
間
を
旅
す
る
。
近
年
妻
子
を
つ
れ
出

稼
ぎ
先
で
定
着
化
の
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
の
故
郷
は
西
ス
マ
ト
ラ
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
世
界
で
あ
り
、
事
あ
る
ご
と
に
帰
郷
す
る
。

ラ
ジ
ャ
ブ
の
自
伝
は
、
二
○
世
紀
初
頭
の
訪
婚
が
一
般
的
な
時
代
に
お
い
て
少
年
が
大
人
の
男
に
生
長
す
る
過
程
で
の
行
動
を
詳
細
に
記
述

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
自
伝
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。

少
年
は
六
～
七
歳
ま
で
は
「
王
様
の
年
齢
」
と
い
わ
れ
、
母
に
甘
え
母
の
部
屋
で
寝
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
た
だ
し
ラ
ジ
ャ
ブ
は
母
の
死
亡
で
生

後
九
カ
月
後
に
義
母
（
母
方
の
メ
イ
）
に
預
け
ら
れ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
師
の
父
の
愛
情
を
十
分
に
受
け
た
。
父
は
三
人
の
妻
を
持
ち
、
週
二
日
義
母
を

定
期
的
に
訪
れ
た
。
）
し
か
し
こ
の
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
少
年
は
母
の
部
屋
か
ら
出
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
一
二
歳
ま
で
家
の
広
間
で
祖
母
た
ち
と
寝
泊
り

す
る
（
倉
田
一
九
六
九
三
一
○
二
、
一
九
七
五
エ
ハ
ー
、
ラ
ジ
ャ
ブ
一
九
八
三
二
一
九
‐
三
三
）
・

母
の
部
屋
か
ら
出
さ
れ
る
と
同
時
に
、
少
年
は
家
を
出
て
ス
ラ
ウ
言
《
曽
言
）
に
通
う
。
ス
ラ
ウ
と
は
寺
小
屋
式
の
イ
ス
ラ
ー
ム
塾
兼
小
礼
拝

所
で
あ
る
。
一
日
の
日
課
は
、
朝
八
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
学
校
で
勉
強
（
当
時
学
校
へ
通
う
少
年
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
）
、
午
後
か
ら
の
サ
ッ

カ
ー
・
水
遊
び
の
後
、
〈
日
没
〉
の
祈
り
の
前
に
生
家
へ
帰
っ
て
夕
食
を
と
る
、
〈
日
没
〉
か
ら
〈
夜
半
〉
（
八
時
頃
）
ま
で
ス
ラ
ウ
で
コ
ー
ラ
ン

読
調
法
の
勉
強
、
そ
し
て
〈
夜
半
〉
後
の
就
寝
と
な
る
。
た
だ
し
一
二
歳
未
満
の
子
供
は
家
で
寝
る
。
一
二
歳
に
な
る
と
生
家
か
ら
寝
具
を
も
っ

て
ス
ラ
ウ
に
移
り
住
み
、
二
○
歳
ご
ろ
ま
で
ス
ラ
ウ
で
寝
泊
り
す
る
。
少
年
は
ス
ラ
ウ
で
先
輩
や
お
客
か
ら
村
外
に
働
き
に
出
て
い
る
人
々
の

話
を
聞
き
、
自
分
も
将
来
、
外
の
世
界
に
出
て
富
・
経
験
・
知
識
を
獲
得
し
た
い
願
望
が
沸
き
上
が
る
。
こ
う
し
て
少
年
は
ス
ラ
ウ
で
の
同
僚

男
の
一
生
を
婚
姻
以
前
、
婚
姻
後
、

（
｜
）
少
年
の
社
会
化
の
時
期

三
母
系
社
会
に
お
け
る
男
の
一
生

妻
の
世
帯
譲
渡
後
の
三
つ
の
生
活
に
分
け
て
検
討
す
る
。
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若
者
は
西
ス
マ
ト
ラ
州
以
外
の
土
地
で
二
～
三
年
商
売
を
す
る
。
出
稼
ぎ
先
は
遠
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
、
家
族
の
誇
り
は
高
い
も
の
と
な
る
。

成
功
す
る
と
、
た
く
さ
ん
品
物
を
抱
え
て
帰
郷
す
る
。
出
稼
ぎ
で
稼
い
だ
金
を
気
前
良
く
使
い
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
う
し
な
い
と
非
難

さ
れ
る
。
こ
の
大
盤
振
る
舞
い
を
競
い
合
う
慣
習
が
明
確
に
存
在
す
る
。
村
の
若
者
の
出
稼
ぎ
は
、
村
で
の
生
活
苦
か
ら
で
は
な
く
、
外
的
世

界
へ
の
好
奇
心
と
何
よ
り
も
恥
の
感
情
か
ら
で
あ
る
。
村
に
い
れ
ば
衣
食
住
は
足
り
る
が
、
結
婚
の
申
し
込
み
が
来
な
い
。
婿
に
迎
え
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
当
人
だ
け
で
な
く
母
親
・
父
親
・
マ
マ
ッ
ク
に
も
大
き
な
恥
と
な
る
か
ら
だ
同
右
三
一
四
八
、
三
九
八
、
痔
己
冨
罰
誤
‐
④
。

出
稼
ぎ
（
ム
ラ
ン
タ
ウ
）
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
す
で
に
出
生
時
点
で
女
の
子
の
胎
盤
は
家
の
柱
の
下
に
埋
め
、
男
の
子
の
胎
盤
は
村
外
の
泉

な
ど
に
沈
め
る
慣
行
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
（
倉
田
一
九
七
五
エ
ハ
ニ
）
。
ム
ラ
ン
タ
ウ
は
、
富
・
知
識
・
経
験
を
求
め
て
一
定
期
間
家
を
離
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
い
わ
ば
男
に
な
る
た
め
の
通
過
儀
礼
で
あ
る
。
ｚ
四
言
は
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
ム
ラ
ン
タ
ウ
の
精
神
を
、
外
的
世
界
へ
の
強

烈
な
好
奇
心
、
自
発
性
（
積
極
性
）
、
上
昇
志
向
的
願
望
、
一
定
期
間
内
で
の
目
的
の
達
成
（
一
時
的
移
住
）
、
故
郷
に
富
を
も
た
ら
す
こ
と
、
若

者
の
自
律
と
独
立
精
神
の
育
成
と
い
う
六
つ
の
要
素
を
ユ
ニ
ー
ク
な
特
性
と
し
て
掲
げ
て
い
る
田
①
己
謁
巽
忠
士
》
ｚ
“
言
己
匿
塾
上
』
麗
罰

』
』
」
）
。

‐
九
、
一
三
○
‐
二
。

や
先
輩
と
の
共
同
生
活
を
通
し
て
学
習
す
る
。
こ
の
共
同
生
活
中
の
期
間
に
、
少
年
は
割
礼
の
儀
礼
を
受
け
、
コ
ー
ラ
ン
読
謂
会
で
コ
ー
ラ
ン

の
読
謂
の
テ
ス
ト
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
（
ラ
ジ
ャ
ブ
叩
五
八
、
六
五
‐
六
六
、
二
八
‐
一
二
八
）
。

小
学
校
を
卒
業
し
ス
ラ
ウ
で
の
宗
教
教
育
を
終
え
る
と
、
若
者
は
出
稼
ぎ
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
○
歳
以
上
の
男
子
は
ほ
と
ん
ど
村
外

に
働
き
に
出
る
。
村
で
は
二
○
歳
以
下
の
結
婚
前
の
男
子
が
親
の
家
で
寝
泊
り
す
る
の
は
世
間
的
に
み
て
体
裁
が
悪
い
。
「
母
親
の
お
っ
ぱ
い
を

ま
だ
吸
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
母
親
の
家
で
寝
る
こ
と
自
体
が
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
姉
さ
ん
の
家
の
見
張
り
番
」
と
言
わ
れ
た
ら
も
っ

と
恥
ず
か
し
い
。
一
人
前
の
若
者
だ
と
自
負
す
る
男
は
、
早
く
出
稼
ぎ
に
出
た
い
と
親
に
せ
が
む
。
自
ら
の
手
で
幸
運
を
つ
か
み
早
く
成
功
し

た
ら
結
婚
の
申
し
込
み
が
殺
到
す
る
。
出
稼
ぎ
の
経
験
が
な
い
の
で
、
生
涯
結
婚
で
き
な
か
っ
た
男
が
、
村
に
は
二
～
三
人
い
た
（
同
右
”
五
八

以
上
か
ら
、
少
年
が
大
人
の
役
立
つ
男
に
な
る
た
め
の
空
間
的
移
動
は
、
ま
ず
母
親
の
部
屋
か
ら
出
さ
れ
広
間
で
寝
泊
り
す
る
こ
と
か
ら
始
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（
三
婚
姻
後
の
男
の
生
活

結
婚
し
て
子
供
を
持
ち
、
そ
の
子
供
が
結
婚
を
達
成
す
る
ま
で
の
期
間
、
男
は
馬
の
よ
う
に
働
く
の
で
、
こ
の
期
間
は
「
馬
の
年
齢
」
と
呼

ば
れ
る
。
男
は
夜
妻
問
い
し
、
昼
は
田
畑
を
手
伝
い
、
ま
た
実
家
の
相
談
に
応
じ
て
オ
イ
・
メ
イ
た
ち
の
世
話
を
し
た
。
男
は
生
家
の
家
長
に

推
さ
れ
れ
ば
な
り
、
さ
ら
に
自
分
の
親
族
集
団
を
代
表
し
て
政
治
に
参
加
し
て
い
く
。
婿
入
り
先
で
は
、
男
は
食
事
を
妻
の
部
屋
の
前
で
食
べ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が
婿
の
座
と
な
る
。
婿
は
お
客
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
権
利
を
も
つ
が
、
決
し
て
出
し
ゃ
ば
っ
て
は
な
ら
ず
、
食
事
も
少

し
食
べ
て
遠
慮
す
る
の
が
礼
儀
正
し
い
と
さ
れ
た
。
そ
こ
に
マ
マ
ッ
ク
が
い
た
ら
、
婿
は
台
所
に
入
っ
て
彼
を
避
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。
男
は

生
家
に
用
事
の
あ
る
と
き
は
、
咳
払
い
し
て
家
人
に
来
訪
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
か
ら
家
に
入
る
の
が
習
慣
で
あ
り
、
決
し
て
勝
手
に
入
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
弓
異
己
霊
遥
届
、
倉
田
一
九
六
九
三
一
○
二
‐
三
）
。

出
稼
ぎ
は
男
の
二
面
的
責
任
の
回
避
に
役
立
つ
と
前
に
述
べ
た
が
、
こ
の
社
会
で
は
妻
か
ら
の
離
婚
の
請
求
が
可
能
な
の
で
、
男
は
長
期
の

出
稼
ぎ
の
と
き
は
、
必
ず
妻
子
に
連
絡
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
旅
先
で
郷
土
料
理
の
パ
ダ
ン
料
理
店
な
ど
で
帰
郷
す
る
人
に
出
会
う

と
、
必
ず
妻
子
へ
の
伝
言
を
頼
む
。
ま
た
旅
先
で
の
悪
い
噂
も
お
の
ず
と
村
へ
伝
わ
る
の
で
、
つ
ね
に
気
配
り
し
て
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
努
め
ね
ば
な
ら
ず
、
旅
先
で
も
一
定
の
規
則
に
縛
ら
れ
る
（
倉
田
一
九
七
五
エ
ハ
四
‐
五
）
。

男
は
こ
う
し
た
一
定
の
足
か
せ
を
架
け
ら
れ
る
が
、
一
方
、
妻
方
親
族
に
も
婿
に
対
し
て
遠
慮
が
あ
り
、
娘
に
は
直
接
苦
情
を
言
っ
て
も
婿

に
は
決
し
て
言
わ
な
い
。
娘
を
通
し
て
婿
に
伝
達
す
る
間
接
的
方
法
を
と
り
、
こ
れ
が
婿
に
心
理
的
圧
力
を
加
速
さ
せ
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
に

は
独
特
の
豊
の
三
宮
］
碧
括
＄
が
発
達
し
て
い
て
、
訪
婚
の
時
代
に
、
妻
の
部
屋
を
三
晩
訪
れ
て
三
回
戸
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
ら
、
こ
れ
は
拒

ま
り
、
次
に
ス
ラ
ウ
で
の
共
同
生
活
の
体
験
と
、
最
後
に
出
稼
ぎ
と
い
う
決
定
的
体
験
を
へ
て
達
成
さ
れ
る
。
Ｑ
言
○
局
は
、
少
年
が
一
人
前

の
男
に
作
ら
れ
る
過
程
で
の
最
大
の
関
門
は
、
母
親
の
影
響
力
を
断
ち
切
る
こ
と
、
つ
ま
り
気
楽
な
幼
児
期
へ
の
退
行
願
望
の
克
服
で
あ
る
と
、

男
性
性
の
通
文
化
的
研
究
（
Ｑ
言
○
『
の
ら
三
‐
邦
訳
ギ
ル
モ
ァ
一
九
九
四
）
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
少
年
の
場
合
、
母
親
か

ら
の
空
間
的
分
離
は
ム
ラ
ン
タ
ウ
で
決
定
的
に
完
結
さ
れ
る
。
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（
三
）
妻
の
世
帯
譲
渡
後
の
男
の
生
活

こ
の
世
代
交
代
の
時
期
に
男
は
訪
婚
を
中
止
し
て
ス
ラ
ウ
で
寝
泊
り
し
た
り
、
近
く
に
小
屋
を
建
て
て
老
妻
と
一
緒
に
生
活
す
る
様
式
を

取
っ
た
。
ス
ラ
ウ
で
寝
泊
り
す
る
と
き
は
、
食
事
と
病
気
の
と
き
以
外
は
、
日
中
で
も
生
家
に
近
づ
か
な
い
。
男
は
以
後
は
自
分
の
生
家
の
姉

妹
の
世
帯
に
付
着
し
寄
生
す
る
よ
う
な
生
活
に
入
る
。
こ
の
時
期
以
後
を
「
蚊
の
年
齢
」
と
い
っ
て
、
文
字
通
り
蚊
の
鳴
く
よ
う
な
弱
い
立
場

に
な
る
。
食
事
も
一
番
後
で
残
り
物
を
食
べ
て
遠
盧
し
な
が
ら
生
活
す
る
（
同
右
三
一
○
三
）
。
死
亡
後
は
生
家
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
。
現
在
で

は
妻
方
居
住
制
に
代
わ
り
、
婿
の
立
場
も
経
済
的
能
力
次
第
で
以
前
よ
り
強
く
な
っ
た
。
ま
た
夫
の
遺
体
は
都
市
の
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
必
ず
生
家
の
親
族
集
団
の
許
可
を
取
っ
て
行
わ
れ
る
。

否
の
意
味
、
離
婚
宣
言
と
な
り
、
婿
は
生
家
の
家
長
か
ら
妻
の
家
長
に
、
妻
の
離
婚
の
意
志
を
確
認
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
多
く

の
忌
避
の
規
定
が
男
女
、
年
上
と
年
下
、
親
族
や
姻
族
の
間
に
、
ま
た
首
長
に
対
し
て
設
け
ら
れ
て
い
て
、
人
々
の
行
動
を
規
定
す
る
。
ま
た

「
口
先
と
腹
の
中
は
別
物
」
の
格
言
が
あ
る
よ
う
に
、
な
か
な
か
本
音
は
言
わ
な
い
し
、
何
事
も
相
手
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
、

相
手
の
真
意
が
理
解
し
に
く
い
同
右
エ
ハ
五
）
。
こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、
社
会
構
造
的
に
男
の
置
か
れ
た
状
況
、
つ
ま
り
生
家
で
も
婿
入
り
先

で
も
心
安
ら
ぐ
居
場
所
が
不
明
確
で
あ
り
不
安
定
な
状
況
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
４
）

一
方
、
女
は
一
生
、
自
分
の
生
家
を
離
れ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
娘
は
結
婚
す
る
と
母
親
の
部
屋
三
～
三
畳
の
狭
い
部
屋
）
の
権
利
を

讓
り
受
け
る
。
娘
に
部
屋
の
鍵
を
渡
し
た
母
親
は
広
間
の
片
隅
で
寝
る
こ
と
に
な
り
、
部
屋
の
鍵
を
も
ら
っ
た
娘
は
そ
こ
に
夫
を
迎
え
入
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
世
代
交
代
が
行
わ
れ
た
。

男
女
の
役
割
と
力
関
係
は
、
家
長
（
マ
マ
ッ
ク
）
と
母
親
（
ブ
ン
ド
）
が
一
組
と
な
っ
て
、
婿
（
ス
マ
ン
ド
）
に
対
応
す
る
。
空
間
的
領
域
に
お

四
お
わ
り
に
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い
て
、
女
が
家
と
一
体
化
し
、
家
を
取
り
巻
く
女
の
親
族
た
ち
と
狭
い
範
囲
で
行
動
す
る
の
に
対
し
て
、
男
は
自
分
の
生
家
と
妻
の
家
と
を
往

来
し
、
時
に
は
出
稼
ぎ
の
た
め
に
遠
く
広
い
領
域
で
行
動
す
る
の
で
あ
る
。

外
的
世
界
へ
積
極
的
に
出
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
ム
ラ
ン
タ
ウ
は
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
社
会
の
統
合
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
ま
ず
イ
ニ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
と
し
て
の
ム
ラ
ン
タ
ウ
の
意
味
は
、
他
人
に
頼
ら
ず
独
立
し
た
大
人
の
男
に
な
っ
た
こ
と
を
世
間
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
社
会
構
造
的
に
み
た
男
の
位
置
（
状
況
）
は
、
自
分
の
権
利
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
居
場
所
が
家
の
中
に
特
定
さ
れ
ず
不
安
定
な
状
態
に

置
か
れ
る
。
出
稼
ぎ
は
こ
の
状
況
を
脱
し
て
自
己
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
る
手
段
で
あ
る
。
さ
ら
に
婚
姻
後
も
た
び

た
び
出
稼
ぎ
に
行
く
の
は
、
経
済
的
富
の
獲
得
に
よ
っ
て
男
の
力
を
誇
示
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
男
た
ち
は
、
女
は
本
来
弱

い
性
で
あ
る
か
ら
財
を
与
え
て
保
護
す
べ
き
で
あ
り
、
男
が
財
を
所
有
す
べ
き
だ
と
は
考
え
な
い
。
彼
ら
は
家
族
や
親
族
や
社
会
集
団
の
存
続

の
た
め
に
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
多
く
の
富
を
得
て
立
派
な
慣
習
家
屋
風
の
家
を
建
て
る
の
が
、
（
た
と
え
常
時
そ
こ
に
住
ま
な
く
と

も
）
、
彼
ら
の
目
的
で
あ
り
誇
り
な
の
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
で
の
成
功
は
一
族
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
他
方
で
ｚ
臼
ョ
三
四
言

ご
雲
篁
弓
）
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
土
地
不
足
と
人
口
抑
制
の
調
整
弁
と
な
り
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
母
系
制
の
存
続
と
維
持
の
た
め
に
機
能
し

己
雲
篁
弓
）
ら
が
峠

お
い
て
は
、
男
性
が
政
治
的
、

性
は
そ
れ
ら
を
獲
得
し
な
い
。

ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
で
は
女
性
が
財
産
の
相
続
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
父
系
社
会
の
女
性
よ
り
も
経
済
的
保
障
が
確
立
さ
れ
て
い
る
点
は
事
実

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
女
性
の
優
位
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
拡
大
家
族
（
パ
ル
イ
ッ
）
の
レ
ベ
ル
で
は
、
集
合

的
行
為
に
は
マ
マ
ッ
ク
と
母
親
の
同
意
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
両
者
は
相
互
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
は
、
男
性
が
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
女
性
は
直
接
政
治
に
参
加
し
な
い
。
男
性
は
社
会
的
地
位
と
威
信
を
獲
得
す
る
が
、
女

男
性
は
二
つ
の
母
系
出
自
集
団
に
関
与
し
、
一
方
で
は
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
他
方
で
は
集
団
に
仕
え
る
婿
と
し
て
の
二
面
的
役
割
を

行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
面
性
の
遂
行
は
男
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
強
力
な
男
性
性
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
男
性
性
の
獲
得
は
出
稼
ぎ
の
体
験
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

て
い
る
の
で
あ
る
。
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れ
る
。
国
百
○
局
は
男
の
役
割
と
し
て
、
女
に
子
供
を
産
ま
せ
、
女
子
供
を
守
り
、
そ
の
家
族
を
扶
養
す
る
こ
と
、
ま
た
時
に
は
自
己
を
犠
牲

に
し
て
家
族
や
社
会
の
た
め
に
戦
い
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
（
ギ
ル
モ
ア
ニ
一
六
六
‐
七
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
男
性
は
二
つ
の

親
族
集
団
の
存
続
の
た
め
に
戦
い
奉
仕
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
。

ロ
ヨ
ぐ
の
『
凶
ご
毛
吊
朋
．

ｍ
ｐ
Ｑ
ｍ
ｌ
国
の
○
盲
己
四
目
］
》
甸
．
ぐ
ｇ
］

団
四
の
三
国
蹴
国
“
『
望
四
ど
く

シ
一
己
昌
匿
宜
弓
四
三
房

己
己
《
屋
三
○
匹
閏
己
圃
胃
ご
ロ
ヨ
言
①
巨
冒
四
国
胴
丙
四
ウ
四
匡
呈
ぐ
○
ユ
ロ
函
与
ご
①
牌
の
ロ
ロ
国
ｑ
ｍ
言
言
の
両
四
『
辱
口
の
ｏ
ｍ
Ｑ
＄
呉
吾
の
弓
言
の
貝
肘
ｇ
○
四
］
目
Ｈ
、
〉
》
○

函
○
岸
》
の
具
》
○
ミ
ミ
馬
員
蜀
包
エ
ミ
ミ
目
雪
ご
ミ
ミ
舎
鴎
冒
消
弓
四
の
囚
陣
Ｆ
ｇ
ａ
ｇ
其
○
○
ｇ
里
一
ロ
ヨ
ぐ
臼
里
ご
勺
吊
閉
．
ロ
ロ
ョ
雫
匿
旬

参
考
文
献

百丁註
一一

（
４
）
筆
者
が
一
九
九
五
年
二
月
に
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
イ
ン
タ
ビ
ゥ
ー
し
た
と
き
、
彼
女
は
、
部
屋
の
狭
さ
が
男

を
し
て
出
稼
ぎ
に
駆
り
立
て
る
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

へ

3
…ご

弓
車
ご
鳶
ミ
ミ
の
ミ
ミ
ｇ
ミ
ミ
ミ
曾
皿
ｇ
ミ
ミ
ミ
ご
邑
菖
ａ
Ｏ
言
長
滝
き
き
①
ミ
ミ
ミ
Ｓ
畠
葛
烏
旦
尋
号
亀
ご
記
の
言
藪
§
譽
言
ミ
ミ
ミ
喧
一

己
雪
《
《
之
画
隠
忍
弓
四
目
四
日
叩
シ
ニ
ヨ
目
〕
哩
３
ヶ
囚
こ
ぐ
肇
四
ｍ
①
○
○
頁
日
旨
ヨ
ミ
ご
》
〆
○
四
昼
巴
‐
臼
］
冒
頤
『
異
の
具
》
三
津
侭
硯
雪
ご
ミ
。
葛
鴎
ご
》
○
ｇ
己
里
一

●

ロ
ヨ
ぐ
の
『
凶
ご
毛
吊
朋
．
ロ
ロ
四
一
雫
い
、
卸

、
国
）
○

ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
前
田
（
一
九
九
○
）
を
参
照
。

す
べ
て
の
マ
マ
ッ
ク
（
母
方
オ
ジ
）
が
家
長
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
家
長
に
な
ら
な
い
男
は
比
較
的
自
由
で
気
楽
に
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
男
は
村
か
ら
出
た
ら
夫
と
し
て
の
役
割
が
強
く
な
る
。

実
際
に
社
会
的
地
位
（
ラ
ン
ク
）
は
タ
イ
ト
ル
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
最
も
重
要
な
要
素
と
な
る
弔
異
ご
霊
”
堂
｝
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」
Ｃ
＠
つ
豈
邑
員
》
二
ｓ
○
昼
ご
』
廷
尽
二
ｓ

ギ
ル
モ
ア
、
デ
イ
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